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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 2,454 △8.0 62 △70.8 67 △69.3 36 △74.1

2026年３月期第１四半期 2,669 △1.7 212 22.3 219 24.8 142 26.8

（注）包括利益 2027年３月期第１四半期 35百万円（△75.3％） 2026年３月期第１四半期 142百万円（17.6％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期第１四半期 11.00 －

2026年３月期第１四半期 42.65 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 8,276 6,588 79.6

2026年３月期 8,774 7,023 80.0

（参考）自己資本 2027年３月期第１四半期 6,588百万円 2026年３月期 7,023百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － 0.00 － 140.00 140.00

2027年３月期 －

2027年３月期（予想） 0.00 － 140.00 140.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 5,500 2.8 260 △25.0 270 △26.5 160 △33.1 47.60

通期 11,300 3.9 750 6.2 780 4.1 500 8.1 148.74

１．2027年３月期第１四半期の連結業績（2026年４月１日～2026年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年３月期１Ｑ 3,369,000株 2026年３月期 3,369,000株

②  期末自己株式数 2027年３月期１Ｑ 12,207株 2026年３月期 12,207株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2027年３月期１Ｑ 3,356,793株 2026年３月期１Ｑ 3,350,178株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料P.７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説

明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善や設備投資の底堅い推移等を背景に、

総じて緩やかな回復基調で推移いたしました。一方で、物価上昇の継続や中東情勢をはじめとする地政学的リスク

の高まりに加え、米国の通商政策の動向等が景気に与える影響については引き続き注視が必要であり、景気の先行

きは依然として不透明な状況が続いております。

また当社を取り巻く事業環境は、機械翻訳（MT）や生成AIの普及により大きく変化しており、これまで以上に

AI・データ活用による事業競争力の強化が重要な課題であると認識しております。

このような経営環境のもと、当社グループは、2026年3月期～2028年3月期を対象とする中期経営計画を踏まえ、

翻訳支援ツール（CAT）、機械翻訳（MT）、大規模言語モデル（LLM）などの自然言語処理技術を活用したサービス

の提供に加え、データ分析に基づく営業・マーケティングを推進し、事業競争力の強化に努めております。

当第１四半期連結累計期間の経営成績につきましては、通訳事業が同期間として過去最高の売上高を更新した一

方で、コア事業である翻訳事業において、一部主要顧客における受注の減少や前年同期のスポット案件の反動減の

影響等により大幅減収となったことから、連結売上高は前年同期比8.0％減の2,454百万円となりました。利益面に

つきましては、翻訳事業の大幅減収に伴い売上総利益が減少したことから、営業利益は前年同期比70.8％減の62百

万円、経常利益は前年同期比69.3％減の67百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比74.1％減の36

百万円となりました。

各セグメントの経営成績は次のとおりであります。なお、当第１四半期連結会計期間より、当社のサービス提供

領域をより的確に反映させるため、翻訳事業における分解情報の表示方法を変更しております。これまで集計範囲

としていた「工業・ローカライゼーション」「金融・法務」を「技術」「ビジネス」に変更したため、前第１四半

期連結累計期間の分解情報を組替えております。

①  翻訳事業

特許分野では特許事務所や企業の知的財産関連部門が主な取引先であり、企業の知的財産関連部門からの受注

は、概ね計画どおりに推移しております。特許事務所において、コスト抑制を背景とした業務の内製化や発注方針

の見直しを検討する動きがあり、受注が低調に推移した結果、売上高は前年同期比10.6％減の702百万円となりま

した。医薬分野では前年同期に好調であった外資製薬の特定の大口顧客およびCRO（医薬品開発業務受託機関）か

らの受注が総じて弱含みで推移したことに加え、前年同期に複数の内資製薬から受注したスポット案件の反動減も

影響し、売上高は前年同期比20.4％減の495百万円となりました。なお、主要顧客との取引は継続しており、引き

続き顧客動向を注視するとともに、関係性の強化に努めてまいります。技術分野では自動車関連企業における受注

が低調に推移したものの、複数の機械メーカーから多言語対応の大型スポット案件を受注したことにより、売上高

は前年同期比3.0％増の361百万円となりました。ビジネス分野では企業の管理部門を主要顧客とし、IR関連文書を

中心に、経理・財務、人事・法務、広報・マーケティング等に関連する文書の翻訳サービスを提供しております。

当第１四半期はIR関連文書の受注が前年同期を下回って推移したことに加え、人事・ガバナンス関連文書および広

報・マーケティング関連文書の受注も低調に推移したことから、売上高は前年同期比19.6％減の199百万円となり

ました。

これらの結果、翻訳事業の売上高は前年同期比12.4％減の1,759百万円となりました。

②  派遣事業

派遣事業においては、高い語学力を持つ人材への底堅い需要は継続したものの、常用雇用者数および人材紹介に

よる紹介手数料収入が前年同期を下回って推移したことから、売上高は前年同期比1.3％減の284百万円となりまし

た。

③  通訳事業

通訳事業においては、既存顧客からの継続的な受注に加え、他社利用顧客から複数年契約を含む定期案件を獲得

したほか、翻訳事業の顧客基盤における通訳サービスの利用拡大が寄与した結果、売上高は前年同期比9.7％増の

323百万円となり、当第１四半期連結累計期間として過去最高を更新しました。

④  その他

その他のセグメントにおいては、ウェブ制作事業を展開するシトラスジャパン株式会社を前連結会計年度第3四

半期にグループ化した影響等により、売上高は前年同期比12.6％増の86百万円となりました。

- 2 -

㈱翻訳センター（2483）　2027年３月期　第１四半期決算短信



（２）当四半期の財政状態の概況

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は6,780百万円となり、前連結会計年度末に比べ495百万円減少い

たしました。これは主に現金及び預金と受取手形及び売掛金の減少によるものであります。固定資産は1,496百万

円となり、前連結会計年度末からほぼ横ばいに推移いたしました。

この結果、総資産は8,276百万円となり、前連結会計年度末に比べ497百万円減少いたしました。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は1,441百万円となり、前連結会計年度末に比べ64百万円減少い

たしました。これは主に賞与引当金が減少したことによるものであります。固定負債は246百万円となり、前連結

会計年度末からほぼ横ばいで推移いたしました。

この結果、負債合計は1,687百万円となり、前連結会計年度末に比べ62百万円減少いたしました。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は6,588百万円となり、前連結会計年度末に比べ434百万円減少いた

しました。これは主に剰余金の配当を実施したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2027年３月期の業績予想につきましては、2026年５月12日の「2026年３月期 決算短信」で公表いたしました第

２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,047,753 4,679,683

受取手形及び売掛金（純額） ※ 1,847,965 ※ 1,634,333

電子記録債権 121,269 134,080

仕掛品 127,184 159,001

その他 131,202 172,968

流動資産合計 7,275,376 6,780,067

固定資産

有形固定資産 190,308 182,021

無形固定資産

のれん 60,922 59,300

ソフトウエア仮勘定 306,122 316,968

その他 12,116 10,876

無形固定資産合計 379,161 387,145

投資その他の資産 ※ 929,159 ※ 927,481

固定資産合計 1,498,629 1,496,649

資産合計 8,774,005 8,276,716

負債の部

流動負債

買掛金 692,712 635,709

１年内返済予定の長期借入金 4,800 4,800

未払法人税等 114,279 40,255

返金負債 2,362 1,107

賞与引当金 286,621 144,775

役員賞与引当金 23,000 7,000

その他 381,712 607,766

流動負債合計 1,505,488 1,441,414

固定負債

長期借入金 12,400 11,200

役員退職慰労引当金 11,408 11,408

退職給付に係る負債 220,824 223,698

固定負債合計 244,632 246,306

負債合計 1,750,121 1,687,720

純資産の部

株主資本

資本金 588,443 588,443

資本剰余金 478,823 478,823

利益剰余金 5,910,311 5,477,287

自己株式 △29,797 △29,797

株主資本合計 6,947,779 6,514,756

その他の包括利益累計額

退職給付に係る調整累計額 76,104 74,239

その他の包括利益累計額合計 76,104 74,239

純資産合計 7,023,884 6,588,996

負債純資産合計 8,774,005 8,276,716

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年６月30日)

売上高 2,669,374 2,454,022

売上原価 1,366,299 1,281,707

売上総利益 1,303,075 1,172,315

販売費及び一般管理費 1,090,395 1,110,301

営業利益 212,680 62,014

営業外収益

受取利息 153 1,860

持分法による投資利益 6,468 3,283

その他 339 1,637

営業外収益合計 6,960 6,782

営業外費用

為替差損 440 1,030

その他 38 486

営業外費用合計 479 1,516

経常利益 219,161 67,279

特別損失

固定資産除却損 286 －

特別損失合計 286 －

税金等調整前四半期純利益 218,875 67,279

法人税等 75,972 30,352

四半期純利益 142,902 36,927

親会社株主に帰属する四半期純利益 142,902 36,927

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年６月30日)

四半期純利益 142,902 36,927

その他の包括利益

退職給付に係る調整額 △797 △1,865

その他の包括利益合計 △797 △1,865

四半期包括利益 142,105 35,062

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 142,105 35,062

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

前連結会計年度
（2026年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2026年６月30日）

流動資産 261千円 356千円

投資その他の資産 1,213 751

（四半期連結貸借対照表に関する注記）

※  資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

前第１四半期連結累計期間
（自  2025年４月１日

至  2025年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  2026年４月１日

至  2026年６月30日）

減価償却費 9,746千円 7,251千円

のれんの償却額 4,080 1,621

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

  当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）

合計
翻訳事業 派遣事業 通訳事業 計

売上高

翻訳

　特許 786,731 － － 786,731 － 786,731

　医薬 622,921 － － 622,921 － 622,921

　技術 350,595 － － 350,595 － 350,595

　ビジネス 249,039 － － 249,039 － 249,039

人材派遣 － 288,460 － 288,460 － 288,460

通訳 － － 294,793 294,793 － 294,793

その他 － － － － 76,831 76,831

顧客との契約から生

じる収益
2,009,289 288,460 294,793 2,592,543 76,831 2,669,374

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 2,009,289 288,460 294,793 2,592,543 76,831 2,669,374

セグメント間の内部
売上高又は振替高

5,700 1,315 1,224 8,241 110 8,351

計 2,014,990 289,775 296,018 2,600,784 76,942 2,677,726

セグメント利益 168,335 14,066 22,154 204,556 7,110 211,667

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 204,556

「その他」の区分の利益 7,110

セグメント間取引消去 1,013

四半期連結損益計算書の営業利益 212,680

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間（自  2025年４月１日  至  2025年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、外国出願特許支援事業等を含

んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）
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（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）

合計
翻訳事業 派遣事業 通訳事業 計

売上高

翻訳

　特許 702,554 － － 702,554 － 702,554

　医薬 495,536 － － 495,536 － 495,536

　技術 361,367 － － 361,367 － 361,367

　ビジネス 199,881 － － 199,881 － 199,881

人材派遣 － 284,473 － 284,473 － 284,473

通訳 － － 323,635 323,635 － 323,635

その他 － － － － 86,572 86,572

顧客との契約から生

じる収益
1,759,340 284,473 323,635 2,367,450 86,572 2,454,022

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 1,759,340 284,473 323,635 2,367,450 86,572 2,454,022

セグメント間の内部
売上高又は振替高

928 － 298 1,226 136 1,362

計 1,760,268 284,473 323,934 2,368,676 86,708 2,455,385

セグメント利益 21,249 12,108 20,213 53,571 9,578 63,150

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 53,571

「その他」の区分の利益 9,578

セグメント間取引消去 461

のれんの償却額 △1,597

四半期連結損益計算書の営業利益 62,014

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間（自  2026年４月１日  至  2026年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）(1)「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、外国出願特許支援事業等を

含んでおります。

(2)当第１四半期連結会計期間より、当社のサービス提供領域をより的確に反映させるため、翻訳事業にお

ける分解情報の表示方法を変更しております。これまで集計範囲としていた「工業・ローカライゼーショ

ン」「金融・法務」を「技術」「ビジネス」に変更したため、前第１四半期連結累計期間の分解情報を組

替えております。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）
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